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研究結果の概要 

 

各種スチレン誘導体及び 1-アルケンからのキラルエポキシドの生産性、光学純度を明らか

にした（1,2）。また、酵素の進化分子工学的改変を試み、数種の有望な変異酵素を取得した。

エポキシドの生産性は反応の最適化とともに向上し、(S)-スチレンオキシドでは 30mg/ml 以

上となった。さらに、スクリーングの結果、これまでに報告のない新規ハロヒドリンエポキ

シダーゼ（ＨＥ）酵素を発見した。 
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今後の展開 

 さらに研究を進め、実用的なキラルエポキシドの生産プロセスを確立する。また、新規ハ

ロヒドリンエポキシダーゼの機能性の解明、クローニングや異種発現等を行い、キラルエポ

キシドの誘導体合成に応用する。 

 

 

 


